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夏季賞与は 95万 6027 円で前年比 3.91％増（経団連・大手の夏季賞与・一時金
妥結状況（第１回集計））／妥結額は 7864 円、アップ率は 2.94％（経団連・中
小企業の賃上げ状況）／地域別最賃の目安審議始まる（引き上げ率４%超も視野
に　７月末にも答申取りまとめへ）／カスハラを心理的負荷評価表に追加（精神
障害の労災認定基準検討会報告書）／精神障害の認定 710件で過去最高（22年
度の過労死等労災補償状況）／いじめ・嫌がらせが 11年連続最多（22年度個別
労働紛争解決制度施行状況）／納付率 76.1%で 11年連続上昇（22年度の国民
年金加入・保険料納付状況）／厚労審に田中氏、職安局長に山田氏（厚生労働省、
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 特集：「骨太の方針 2023」のポイント ……………………………………… 2

成長分野への労働移動の円滑化を促す
政府は６月 16日、「骨太の方針 2023」を閣議決定した。岸田総理は「30
年ぶりとなる高い水準の賃上げや企業部門における高い投資意欲など、前
向きな動きが現れている」とし、「新しい資本主義の実現に向けた取組を
加速させていく」と説明した。特集では方針のポイントを紹介する。
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